
 

  結晶方位講習会 

 材料面｛ｈｋｌ｝、RD方向＜ＵＶＷ＞ 

 

産業界における結晶方位の利用例 

 

 

 

 講習会の目的 

 材料特性に関係する集合組織の異方性を正確な定量値で評価する方法の習得 

 結晶方位の定量は方位分布図の Fittingでなければ計算出来ないことを習得 

  ＳｍａｒｔＬａｂ／Ｒｉｇａｋｕ 

  極点解析／ＣＴＲソフトウエア 

  ＯＤＦ解析／ＬａｂｏＴｅｘ３．１／ＬａｂｏＳｏｆｔ 

 

  ２０１５年１１月２６日 

  ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

      Version管理¥DATA¥O-Cube-DEMO 



説明内容 

 極点測定 

   

 極点処理 

  ｒａｎｄｏｍ試料から補正用 Defocusファイルを作成 

  配向のある試料の極点処理方法 

  最適化Ｒｐ％ 

   

  各種ＯＤＦ向けファイルの作成 

 

 ＯＤＦ解析 

  ＣＴＲＯＤＦにより、ＯＤＦ図、逆極点図、極点図を作成し{hkl}<uvw>の決定 

  LaboTex2.1－DEMOによる LaboTexの操作法 

  LaboTex3.1による VolumeFractionの決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．極点測定（ＳｍａｒｔＬａｂ） 

   

 ２θ／θでプロファイル確認 

 

  

  測定２θ角度とバックグランド位置の確認 

 



 測定した２θ位置から測定条件を決める 

 

 

   

  

  

 

 

 



２．極点処理(ODFPoleFigure1.5,ODFPoleFigure2) 

  

 

３．ＯＤＦ処理 

 ＣＴＲＯＤＦ以外ＯＤＦ入力ファイルはＰＦｔｏＯＤＦ３で作成されます。 

  

 結晶方位分布図を作成し、方位分析を行う。 

 



４．ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ソフトウエア 

 

バックグランド   平滑化   ＲＤ 

 

  規格化     dｅｆｏｃｕｓ   Ｒｐ％の最適化   吸収補正 

 

 

５．ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア 

 ｒａｎｄｏｍ試料なしで、ｄｅｆｏｃｕｓ補正が可能。 

 

  バックグランド   １次元平滑化   ＲＤ 

 

 2次元平滑化   規格化     ｄｅｆｏｃｕｓ   Ｒｐ％の最適化 

   吸収補正 



６．Ｄｅｆｏｃｕｓデータの作り方 

６．１無配向試料の極点測定データから多項式近似曲線を作成 

 極点処理はバックグランド削除 

Randomデータ C:¥CTR¥DATA¥O-Cube-DEMO¥random-ODFPOleFigure 

 

バックグランドの削除を行う。 

 

作成されたファイル 

 

 

 



６．２作成されたファイルからＤＥＦＯＣＵＳファイルを作成 

 

画面上に DEFOCUSファイルが表示されます。 

 

 TextDispで DEFOCUSファイルを確認 

 

 

 

 各行の先頭に指数、スリット幅、最後に２θ角度が配置されていることが重要です。 

 バージョンの古い ODFPoleFigure ソフトウエアでは異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．配向試料の極点処理 

 Random試料と同じスリット条件で測定した配向試料の極点測定 

 

 バックグランド削除 

 ｄｅｆｏｕｓ補正 

 規格化 

 Ｒｐ％の最適化 

 処理を行います。 

  



８．最適化処理の確認 

最適化する前  

 

最適化後 

 

 Ｒｐ％の最適化は、処理前が２．９％、処理後は２．５％に改善されています。 

使用したＲｐ％最適化パラメータ 

  



９．ＯＤＦ向けファイルの作成  

 Materialで Aluminumを選択 

 

 ODFを選択して 

  



作成されるファイル 

  

 PFtoODF3で作成された LaboTex入力極点図ファイル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．ODF処理を理解するために 

  

  

 

 

CTRODFで予備知識を得ます。 

 

尚、正確な ODF計算は、LaboTex,TexTools,StandardODF を用いて下さい。 

  

 

 

 

 



１０．１ＣＴＲＯＤＦで先ほどの極点処理データ（ＴＸT2）解析 

  

  Holder,Files,極点図が表示されます。 

  

 極点図指数が変更されています。 

  {111} ――＞{111} 

  {200} ――＞{100} 

  {220} ――＞{110} 

  

  Calcで計算が始まります。 

 

 



計算終了画面 

 ODF解析結果の再計算極点図と ValueODFVFによる Rp%評価結果が表示される。 

 

ODF図などは 

 

 

   ValueODFVF   Ｒｐ％の確認 

   GPODFDisplay  ODF図から{hkl}<uvw>の決定 

   InverseDsipay  ND,TD,RD方向の方位分布の確認 

   GPPoleDisplay  極点図から{hkl}<uvw>の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．２ODF図 

  

 

  

 φ２断面４５度をマウスセンタークリックでφ２断面=４５度単独表示 

 

 

 



Brass 

  

Cube 

  

Goss 

  

 

 Ｂｒａｓｓ：３．３ Ｃｕｂｅ：６．２ Ｇｏｓｓ： ６．４ 

 この比率は、定量値（VolumeFraction）ではありません 

(0,45,45)をマウス左クリック 

ODF=6.2 {001}<100> 

(54.7,90,45)をマウス左クリック 

ODF=3.3の{110}<1-12> 

テキスト部分クリックで方位図表示 

(90,90,45)をマウス左クリック 

ODF=6.4 {110}<001> 



１０．３逆極点図 

 逆極点への入力ファイルは LaboTex仕様で作成されています。 

  

  

  

  

 

   の順にクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ND方向は 

   

 RD方向は 

   

 

 ND方向は ＜１０１＞，＜００１＞方向 

 RD方向は ＜００１＞方向 

  の密度が高くなっています。 

 

 ODFの結果は、 

  ｛１１０｝＜１－１２＞ 

  ｛００１｝＜１００＞ 

  ｛１１０｝＜００１＞ 

   

 

 

 

<112> 



１０．４極点図 

  

  

 極点図の中心に着目（ＮＤ） 

  ｛１００｝、｛１１０｝ 

 極点図の真上に着目（ＲＤ） 

  ＜１００＞ 

 が存在しています。 

  組み合わせると ｛００１｝＜１００＞、｛１１０｝＜００１＞は分かりますが  

  ｛１１０｝＜１－１２＞は極点図を回転しないと判明しません。 

 

１０．５ＰｏｌｅＨＫＬＵＶＷＳｅｅａｒｃｈソフトウエア 

 

 

 

 



ＰｏｌｅＨＫＬＵＶＷＳｅｅａｒｃｈよる検索 

  

  

 

 

 

 



 結果 

  

 {110}<1-12>は(1,1,1)が１．０でないので、最終リストにならない 

 

 入力極点図と検証極点図を比較する 

 で検証  

  

 一致していません。 

 検出レベルを下げて検証します。 

 

 

 

 

 



 結果 

  

 {110}<1-12>が出現 

 で検証 

  

 

 

 Ｂｒａｓｓ，Ｃｕｂｅ，Ｇｏｓｓ方位が決定されました。 

 しかし、定量値は得られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．無料で入手可能なＬａｂｏＴｅｘ２．０－ＤＥＭＯ 

 LaboTex2.0内部データでｄｅｍｏを行う。 

  

 １／４対称でＯＤＦ解析 

  

 Rp%が表示されています。 

PFExportで、極点図群をファイル化し、ValueODFVFで評価 

 

ValueODFVFでは LaboTexより低い％になります。 

ValueODFは方位密度が低い部分を評価しない様にしています。（ValueODFVFの説明書参照） 

 



Brassの ODF図と極点図の位置関係 

  

Cubeの ODF図と極点図の位置関係 

  

Gossの ODF図と極点図の位置関係 

  



１１．１逆極点図 

 

１１．２VolumeFraction 

  

 

 LaboTex2.1の VolumeFractionは決められた BOX内の方位密度の和であって、 

 正確な VolumeFractionではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．ＬａｂｏＴｅｘ３．１のＭｏｄｅｌ Ｆｉｔｔｉｎｇによる VolumeFraction 

  

 正解が得られます。 

  

 

結晶方位の定量値が同一でも、ODF値は方位によって異なります。 

 

 Ｓ＜ｃｏｐｐｅｒ＝Ｂｒａｓｓ＜Ｃｕｂｅ＝Ｇｏｓｓ 

  １   ：   ２  ：  ４ 

 

 ｄｅｍｏデータの結果 

  Ｂｒａｓｓ：３．３ Ｃｕｂｅ：６．２ Ｇｏｓｓ： ６．４ 

  は定量値は同じである事がわかります。 

 

 



まとめ 

 材料物性は集合組織の異方性に関係する。 

 異方性は、結晶方位の分布で定義される。 

 従来のＯＤＦでは、結晶方位の最大値で議論されているが、ＯＤＦ解析法により 

 方位最大密度は異なります。（今回の説明には含まれていません） 

 ＯＤＦの方位最大密度では定量値にならない 

 結晶方位の定量は、ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄが最適 

 


